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 平成２９年度第１回八街市総合教育会議議事録

 

 期　日　　　平成３０年３月１４日（水）

 開　会　　　午後２時００分

 閉　会　　　午後２時２０分

 場　所　　　八街市役所　特別会議室

 

 出席者　　 (構成員)

 　　　　　　市長　　　　　　　　　　　　　　北　村　新　司

 　　　　　　教育委員会教育長　　　　　　　　加曽利　佳　信

 　　　　　　教育委員会教育長職務代理者　　　山　田　良　子

 　　　　　　教育委員会教育委員　　　　　　　並　木　光　男

 　　　　　　教育委員会教育委員　　　　　　　大　西　　　昭

 　　　　　　教育委員会教育委員　　　　　　　本　田　純　子

 

 　　　　　 (出席職員)

 　　　　　　総務部長　　　　　　　　　　　　山　本　雅　章

 　　　　　　教育委員会教育次長　　　　　　　村　山　のり子

 　　　　　　教育委員会教育総務課長　　　　　川　名　弘　晃

 　　　　　　教育委員会教育総務課主査　　　　森　　　政　幸

 　　　　　　教育委員会学校教育課長　　　　　柿　﨑　　　清

 　　　　　　市民部子育て支援課長　　　　　　髙　梨　富美子

 　　　　　　市民部子育て支援課副主幹　　　　櫻　井　靖　嘉

 

 　　　　　 (事務局職員)

 　　　　　　総務部総務課長　　　　　　　　　大　木　俊　行

 　　　　　　総務部総務課副主幹　　　　　　　小山田　俊　之

 

 議　題　　　八街市立幼稚園の定員を変更することについて
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 【会議概要】

 

総務課長　定刻となりましたので、これより平成２９年度第１回八街市総合教育

会議を開会いたします。本日の会議は、お配りしております会議次第に沿って進

 めさせて頂きます。始めに、市長よりご挨拶申し上げます。

 

市長　平成２９年度第１回八街市総合教育会議を開催したところ、加曽利教育長

はじめ、各委員の皆様方には、お忙しいところご出席を頂きましてありがとうご

ざいます。 

　また、各委員の皆様には、平素から学校教育、社会教育、スポーツの振興にご

尽力を頂いておりますこと、改めまして心から感謝申し上げます。 

　昨年度は、「教育機関の施設整備計画について」ということで、郷土資料館の

建て替えについて貴重な意見をいただき、ありがとうございました。 

　今回は、「八街市立幼稚園の定員を変更することについて」を議題としており、

教育委員の皆様方からご意見を伺いたいと考えておりますので、よろしくお願い

を申し上げて、挨拶といたします。 

 

総務課長　続きまして、加曽利教育長よりご挨拶を頂きたいと思います。 

 

加曽利教育長　新教育委員会制度に移行となりまして、初めての総合教育会議に

あたり、教育委員会を代表して一言ご挨拶申し上げます。 

　北村市長には、日頃より、本市教育行政の進展にご理解、そしてご協力を賜り、

誠にありがとうございます。教育委員会や校長会との意見交換を積極的に実施し

ていただくなど、私たち八街市の教育の充実を目指している者達にとっては、心

強いばかりです。 

　さて、これまで八街市の教育を取り巻く課題について、率直な意見交換を行い、

共通認識を深めて来たところではありますが、まだまだ数多くの取り組まなくて

 はならない課題は山積しております。

　学力向上、長欠対策、少子化の中での幼児・児童・生徒の教育の在り方、施設

設備の更なる充実、新しく始まる英語教育やICT教育などはその一例です。今後

も教育委員会は、北村市長そして市長部局の各課と綿密に協力体制を築きながら、

八街市の子ども達の為に、そして未来の八街市の教育の更なる発展の為に尽力し

 て参ります。

　本日の議題は、お手元の会議次第にもありますが、八街市の幼稚園教育に関わ

る重要な議題であります。慎重に議論し、教育委員会としての今後の方針を決定

 したいと考えております。
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 　よろしくお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。

 

総務課長　ありがとうございました。続きまして議題に入りますが、八街市総合

教育会議運営要綱第３条の規定により、「会議の議事進行は市長が行う。」とな

っておりますので、議事進行を北村市長にお願いいたします。 

 

市長　それでは、八街市総合教育会議運営要綱第３条の規定により、会議の議事

進行を務めさせて頂きますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

　議事に入ります。「八街市立幼稚園の定員を変更することについて」を議題と

いたします。教育委員会より説明を求めます。 

 

学校教育課長　はい。それでは「八街市立幼稚園の定員を変更することについて」

の説明をさせて頂きます。八街市立幼稚園３園の定員については、平成２３年度

から現行の定員となっております。八街第一幼稚園は、４歳児・５歳児とも９０

名、川上幼稚園はそれぞれ６０名、朝陽幼稚園もそれぞれ６０名となっておりま

す。今回お諮りしたいのは、３園のうち、川上幼稚園、朝陽幼稚園の２園の定員

を、４歳児・５歳児それぞれ３０名に変更しようとするものです。 

　変更の理由につきまして説明いたします。まず第一に「園児数の減少」という

ことです。お手元の資料１をご覧ください。近年、３園の園児数が減少してきて

おり、次年度、表の右側の欄になりますが、平成３０年度４月の園児数につきま

 しても、３園とも定員を大きく下回ることとなります。

　続きまして、資料２をご覧ください。こちらは、現在、八街市に在住している

未就学児を年齢別に集計して、その子達が４歳児になった時の３園の園児数を予

 想したものです。

　表の説明をいたします。上の段に平成２８年度から平成３４年度までの４歳児

の総数を表示してあります。平成３１年度以降の園児数は、平成３０年度入園の

４歳児の割合で算出したものです。八街第一幼稚園の場合は、４歳児総数が３９

０名で、平成３０年度の入園児数は４７名と現在分かっていますので、入園児数

を総数で割って１２.１％となります。同様に、川上幼稚園が２.１％、朝陽幼稚

園が６.２％となっております。平成３１年度以降は、この平成３０年度の割合

 に総数をかけ算して４歳児の園児数を推計し、表としたものです。

　これを見ていくと、平成３１年度以降も川上幼稚園、朝陽幼稚園では、定員３

０名を上回ることはありません。朝陽幼稚園が２５名前後で推移することが見て

取れますが、万一３０名を越えても、八街第一幼稚園は定員９０名のままですか

 ら、余裕がありますのでそちらに入園していただくことが可能です。

　また、資料３・４をご覧ください。資料３は、私立幼稚園の園児数の推移です。
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 同じく資料４は、本年度の明徳やちまたこども園の幼稚園部分の園児数です。

　ご覧いただくと、私立幼稚園の園児数についても、市立幼稚園同様に減少が続

 いており、定員を大きく下回っている現状です。

　先ほども申しましたが、市立幼稚園２園の定員を変更した後に定員を超える応

 募があっても、私立幼稚園に入園していただくこともできるということです。

　次に、変更理由の第二は、「余裕教室の活用」です。定員を変更することで、

２つの幼稚園ともクラス数が確定することから、余裕教室ができます。この余裕

 教室を他の施設として活用することができるのではないか、ということです。

　この活用につきましては、現在、高齢者福祉課から、川上幼稚園の余裕教室を

「介護予防教室」や「高齢者サロン」として活用したいという案が出ていて、前

 向きに検討しているところです。

　以上のことから、川上幼稚園、朝陽幼稚園の定員を変更することを提案します。

 よろしく、ご審議の程お願いします。

 

市長　ただいま、教育委員会より説明がありました。このことにつきまして、皆

様方からご意見等をいただきたいと思います。 

 

山田教育委員　はい。園児数の推移と現状を見ると、定員の変更はやはり必要で

あると考えます。これから先、少子化もますます進み、また八街市の幼稚園の役

割も形態を少しずつ変えていかなくてはならないと考えます。 

 

市長　ただいまの発言は、委員の考えということでよろしいでしょうか。 

 

山田教育委員　はい。 

 

市長　他にございますか。 

　それでは、意見がないようですので、本議題につきましては、事務局の提案の

とおりでよろしいでしょうか。 

 

教育委員　はい。 

 

市長　それでは、本議題につきましては、事務局の提案のとおりといたします。 

　他にございますか。 

 

大西教育委員  はい。定員の変更につきましては異存はありませんが、これから

先のことを考えていかなければいけないと思います。それも早い時期に、八街市
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の幼児教育をどうしていくのか。特に南部地区、あるいは北部地区の幼稚園教育

をどうしていくのか。市立幼稚園は、私立幼稚園に任せていくのか。廃園にして

 いくのか。色々な面から早急に考えていく必要があると思います。

 

市長　ただいま、大西委員から大変貴重なご意見を賜りました。これについて、

学校教育課の考えはどうですか。 

 

学校教育課長　はい。委員の言われるとおり、これから園児数の減少が続いてい

くという推計ですので、近い将来、例えば廃園とかを検討していかなければなら

ないと考えています。廃園につきましては、地域の方々のお声を丁寧に聞きなが

ら、意見集約して進めていかなければならないと考えています。 

 

大西教育委員　今は幼稚園の話でしたが、義務教育の小中学校にも同じことが言

えると思います。この間、教育委員の学校訪問で笹引小学校を訪問させていただ

いた時、来年度の１年生は１３名とのことでした。小中学校の統廃合についても、

できる限り早く八街市としての計画を作成しないと対応できなくなってしまうと

思います｡ 

　また、減少傾向が大変速いので、２、３年後には、「もうこんな数字になった

のか」ということになりますので、このような減少を見据えて早く取り組んでい

かなければ、後手後手となってしまう気がしてなりません。 

 

市長　ただいまの意見について答弁願います。 

 

学校教育課長　はい。小中学校の統廃合につきましては、委員の言われるとおり

であると思います。園児数が減っていけば、当然小学校の児童数も減ってくると

いうことであり、現在も小学校の学級数は減ってきていますので、統廃合の検討

時期に来ていると思います。小学校の統廃合の場合は、学区が広くなることで送

迎の問題が生じたりします。また、その他の色々な問題につきましても、総合的

に考えて進めていかなければならないと考えています。 

 

市長　大西委員、よろしいでしょうか。 

 

大西教育委員　はい。 

 

市長　他にございますか。 
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市長　意見がないようですので、本日の議題につきましては、以上となります。

ありがとうございました。 

　八街市立幼稚園の定員の変更につきましては、今後、園児数の推移を注視しな

がら、今回の川上幼稚園、朝陽幼稚園だけではなく、八街第一幼稚園も含め、八

 街市立幼稚園の将来を考えていかなくてはならないと考えます。

　また、大西委員より要望がありました件も含めた中で、総合的な判断をしなが

 ら教育行政を進めていかなければならないと考えております。

　そして、教育委員の皆様と歩調を合わせながら執行にあたってまいりたいと考

 えておりますので、ご協力の程よろしくお願いします。

 　せっかくの機会ですから、その他に何かありますか。

 

市長　ないようですので、以上で議事を終わりにします。委員の皆様には、議事

進行にご協力を頂きありがとうございました。 

 

総務課長　以上をもちまして、平成２９年度第１回八街市総合教育会議を閉会い

たします。本日は、大変お忙しい中、ありがとうございました。 


